
令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 1,138 0 0 0 0 2,004

R7 4,196

R8 4,196

R9 4,1964,196

4,196 3,142

4,196

4,196

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 衛生費 保健衛生費 保健衛生総務費 市町村保健対策推進費

大事業

01 04 01 01 007

健幸パスポート事業の実施
歩く健幸づくり事業の実施
健幸食改いきいきレシピを活用した食育事業
の実施

健幸パスポート事業の実施
歩く健幸づくり事業の実施
健幸食改いきいきレシピを活用した食育事業
の実施

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

健幸パスポート事業の実施
歩く健幸づくり事業の実施
健幸食改いきいきレシピを活用した食育事業
の実施

○健幸パスポート応募410件。市民まつりで啓
発し現役世代中心に増加 ○歩く健幸づくり事業
テクテクたなウォーク参加137名、水辺の散策
路啓発 ○クックパッドでも健幸レシピを周知
市内12箇所にレシピスタンド設置

健幸パスポート事業の実施
歩く健幸づくり事業の実施
健幸食改いきいきレシピを活用した食育事業
の実施

いきいき健康で明
るいまち

健康づくり
生涯を通じた健康

づくりの推進
I-4

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 健康推進課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 47 健康づくり事業

事業概要
歩く健幸づくり事業、こころの健康づくり事業、受動喫煙防止の推進、健
幸パスポ－ト事業等市民の積極的な健康づくりを支援するとともに、食生
活改善推進員協議会と連携し、食育を推進

3 1 1 ○



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 47 健康づくり事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 400 400 400 400 400

実績 345 410

達成率 86.3% 102.5% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 3600 3600 5000 5000 5,000

実績 5053 5020

達成率 140.4% 139.4% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

健幸スポット
利用者数

人

過去の実績及び新型コロナウ
イルス感染状況を考慮し、目
標値を設定

事業の成果

指標 指標設定の考え方

健幸パスポー
ト応募者数

人

過去の実績及び新型コロナウ
イルス感染状況を考慮し、目
標値を設定

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

14,146 3,142 11,004 2.10 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 631 520

R7 702 576

R8 702 576

R9 702 576

主要事業 管理番号 48 生きる支援推進事業

事業概要
“生きる”支援計画(自殺対策計画)に基づき、心身の健康づくり、地域や社
会とのつながりづくり、孤立をさせない仕組みづくりなど、市民一人ひと
りが自分らしくいきいきと生活するための支援を推進

3 1 1

いきいき健康で明
るいまち

健康づくり
生涯を通じた健康

づくりの推進

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 障がい福祉課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・電話相談事業「ひとやすみコール」
・ゲートキーパー養成研修会
・自殺予防対策講演会
・「こころの体温計」事業

○電話相談事業「ひとやすみコール」    相談件
数 80 件
○ゲートキーパー養成研修会（市民向け）出席者
数 35 人
○自殺予防対策講演会　　受講数16  人
○「こころの体温計」導入　 アクセス数
19,325件
○ゲートキーパー職員養成研修　　出席者数 86
人

・電話相談事業「ひとやすみコール」
・ゲートキーパー養成研修会
・自殺予防対策講演会
・「こころの体温計」事業

大事業

01 03 01 01 004

・電話相談事業「ひとやすみコール」
・ゲートキーパー養成研修会
・自殺予防対策講演会
・「こころの体温計」事業

・電話相談事業「ひとやすみコール」
・ゲートキーパー養成研修会
・自殺予防対策講演会
・「こころの体温計」事業

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 民生費 社会福祉費 社会福祉総務費 心身障害者福祉費

1,278

1,096 1,151

1,278

1,278

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 48 生きる支援推進事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 50 30 30 30 30

実績 24 35

達成率 48.0% 116.7% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 4100 15000 15000 15000 15,000

実績 18304 19325

達成率 446.4% 128.8% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

4,033 1,151 2,882 0.55 5,240

0 0 0

0 0 0

こころの体温
計アクセス数

件

過去の実績により、年15，
00０件のアクセスを維持。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

ゲートキー
パー養成研修
会（市民向
け）出席者数

人

過去の実績に基づき、年３０
人の参加を維持。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上） 研修会をオンラインでも開催したところ、出席数の伸びがあった。



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 367 4,525 17 70,159

R7 383 4,022 18 76,367

R8 383 4,022 18 76,367

R9 383 4,022 18 76,36780,790

80,790 75,068

80,790

80,790

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 衛生費 保健衛生費 成人保健対策事業費 成人保健対策事業費

大事業

01 04 01 03 001

各種検（健）診の実施（大腸・胃・肺・子宮
頸・乳がん・カラダメンテナンス・いきいき
健康診査等）

各種検（健）診の実施（大腸・胃・肺・子宮
頸・乳がん・カラダメンテナンス・いきいき
健康診査等）

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

各種検（健）診の実施（大腸・胃・肺・子宮
頸・乳がん・カラダメンテナンス・いきいき
健康診査等）

○各種検（健）診
・大腸がん検診　受診率4.３%、胃がん検診
受診率3.1%　肺がん検診　受診率2.2％　子
宮頸がん検診　受診率2４.6％、乳がん検診
受診率21.4％
・いきいき健康診査17.4％（30・35歳女
性）、3.１％（30～39歳男女)
○各種がん検診について啓発及び受診機会の
提供
・がん検診推進事業対象者に検診の無料クー
ポン券と検診手帳を送付し検診機会を提供。
○健康教育（２８回、４００人）健康相談
（２４回、２４９人）

各種検（健）診の実施（大腸・胃・肺・子宮
頸・乳がん・カラダメンテナンス・いきいき
健康診査等）

いきいき健康で明
るいまち

健康づくり 健康管理の促進

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 健康推進課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 49 成人保健事業

事業概要
各種検(健)診、健康教育及び健康相談などの保健指導を通じて、生活習
慣病の疾病予防や重症化予防を図ることで、市民の健康寿命の延伸、生
活の質の向上を推進

3 1 2



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 49 成人保健事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 6.6 4.3 4.3 4.3 4

実績 4.3 4.3

達成率 65.2% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 22.6 19.1 19.1 19.1 19

実績 18 17.4

達成率 79.6% 91.1% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

いきいき健康
診査受診率
（３０・３５
歳女性）

％

R3～5の平均受診率
19.1％を目標として設定
する。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

大腸がん検診
受診率

％

前年度の目標値
（R5:4.3％）と同水準の
受診率を目指す。

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

98,386 75,068 23,318 4.45 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 1,693 7,575 12,896

R7 24,300

R8 24,300

R9 24,30024,300

24,300 22,164

24,300

24,300

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

休日応急診療所特別会計 総務費 総務管理費 一般管理費 診療所運営費

大事業

02 01 01 01 001

京田辺市休日応急診療所の運営

京田辺市休日応急診療所の運営

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

京田辺市休日応急診療所の運営

休日等に発病した市民を対象に内科･小児科の応
急医療を実施。日･祝･振休･12/31～1/3の
8:30～14:30 開設日数71日、受診者数818
人(1日平均11.52人) 感染症対策としてR2か
ら当日事前予約制。発熱有無で時間･導線を分け
る。

京田辺市休日応急診療所の運営

いきいき健康で明
るいまち

健康づくり
地域医療体制の充

実

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 健康推進課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 53 診療所運営事業

事業概要
休日応急診療所を開設し、休日における市民の初期救急医療を実施、地域
医療体制を充実

3 1 3



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 53 診療所運営事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 10 12 12 12 12

実績 12.65 12

達成率 126.5% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

事業の成果

指標 指標設定の考え方

１日平均受診
者数

人

過去の実績（R6:11.52人）
と、同水準の利用を見込む。

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

26,618 22,164 4,454 0.85 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 0 0 0 0 0 0

R7 0 0 0 0 0 0

R8 0 0 0 0 0 0

R9 0 0 0 0 0 00

0 0

0

0

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

大事業

・地区医師会等との懇談会の開催
・災害時医療救護活動

・地区医師会等との懇談会の開催
・災害時医療救護活動

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・地区医師会等との懇談会の開催
・災害時医療救護活動

･京田辺医師会と市行政との定例懇談会(3回)
･綴喜医師会・綴喜市町保健福祉連絡会定例懇
談会(2回)
･山城北災害医療連携協議会及び医療救護訓練
(3回)

・地区医師会等との懇談会の開催
・災害時医療救護活動

いきいき健康で明
るいまち

健康づくり
地域医療体制の充

実

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 健康推進課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 54 医師会等との連携事業

事業概要
健康づくりや健康管理など市民の健康の保持・増進のため、地区医師
会、歯科医師会、薬剤師会と連携。災害時の医療救護活動など協力体制
を強化

3 1 3



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 54 医師会等との連携事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 3 3 3 3 3

実績 3 3

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 1 1 1 1 1

実績 1 2

達成率 100.0% 200.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

災害時医療救
護訓練の実施

回

過去の実績（Ｒ５：１回）
と同水準の実施を目指す。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

定期的な地区
医師会との懇
談会の回数

回

京田辺医師会と市行政との
定例懇談会を年３回実施す
る。

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

2,620 0 2,620 0.50 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 31,304 88 20,543 111,399

R7 220,989

R8 220,989

R9 220,989220,989

236,489 163,334

220,989

220,989

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 衛生費 保健衛生費 予防費 予防接種事業費

大事業

01 04 01 02 001

・高齢者インフルエンザ予防接種事業の実施
・高齢者用肺炎球菌ワクチン接種（定期）事
業の実施
・高齢者新型コロナウイルス感染症予防接種
事業の実施
・高齢者帯状疱疹ワクチン接種事業

・高齢者インフルエンザ予防接種事業の実施
・高齢者用肺炎球菌ワクチン接種（定期）事
業の実施
・高齢者新型コロナウイルス感染症予防接種
事業の実施
・高齢者帯状疱疹ワクチン接種事業

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・高齢者インフルエンザ予防接種事業の実施
・高齢者用肺炎球菌ワクチン接種（定期）事
業の実施
・高齢者新型コロナウイルス感染症予防接種
事業の実施

・ 高 齢 者 イ ン フ ル エ ン ザ 予 防 接 種 接 種
率:42.3%
・高齢者用肺炎球菌ワクチン接種率:38.3%
・高齢者新型コロナウイルス感染症予防接種
接種率:13.6%（R6から定期接種）

・高齢者インフルエンザ予防接種事業の実施
・高齢者用肺炎球菌ワクチン接種（定期）事
業の実施
・高齢者新型コロナウイルス感染症予防接種
事業の実施
・高齢者帯状疱疹ワクチン接種事業

いきいき健康で明
るいまち

健康づくり 感染症対策の推進

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 健康推進課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 55 感染症対策事業

事業概要
感染症のまん延及び重症化予防のため、予防接種事業を実施。エイズ等
感染症の正しい知識の普及啓発、新型インフルエンザ等新興感染症対策
の充実

3 1 4



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 55 感染症対策事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 50 48.2 48.2 48.2 48

実績 48.2 42.3

達成率 96.4% 87.8% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 50 46.8 46.8 46.8 47

実績 46.8 38.3

達成率 93.6% 81.8% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る） 高齢者帯状疱疹ワクチン接種事業が定期化されたため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

高齢者肺炎球
菌ワクチン(定
期)接種率(６５
歳)

％

コロナ禍以前の実績と同水
準の接種率を目指す。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

高齢者インフ
ルエンザ予防
接種率

％

コロナ禍以前の実績と同水
準の接種率を目指す。

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

184,294 163,334 20,960 4.00 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 0 0 0 0 0 94,831

R7 0 0 0 0 0 98,033

R8 0 0 0 0 0 98,033

R9 0 0 0 0 0 98,033

94,831

98,033

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

一般会計 民生費

98,033

01 03
歳出予
算費目

会計 款

01 01 012

98,033

95,214

社会福祉費 社会福祉総務費 社会福祉協議会費

01 03 01 05 001

社会福祉費 社会福祉センター費 社会福祉センター管理費

予算額（千円） 決算額（千円）

財源内訳（千円）

一般会計 民生費

地域福祉
地域福祉活動に参加し

やすい環境の整備

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・社会福祉協議会への活動補助金交付
・指定管理者制度による社会福祉センターの
運営

○地域福祉の向上を図るため、市社会福祉協議会
に対し、要綱に基づき補助金を交付した。
〇地域の福祉活動拠点としての機能強化と管理維
持費の合理化を目的に、市社会福祉センターの指
定管理者である市社会福祉協議会が運営・管理を
実施した。

・社会福祉協議会への活動補助金交付
・指定管理者制度による社会福祉センターの
運営

・社会福祉協議会への活動補助金交付
・指定管理者制度による社会福祉センターの
運営

・社会福祉協議会への活動補助金交付
・指定管理者制度による社会福祉センターの
運営

主要事業 管理番号 59 地域福祉活動の拠点づくり事業

事業概要
地域福祉増進のため、社会福祉協議会との連携をより深め、支援体制を強
化。また、福祉関係団体やボランティア団体などの活動の場となる市社会
福祉センター等の活動拠点を充実

項 目 大事業

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 社会福祉課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト
3 2 3

いきいき健康で
明るいまち



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 59 地域福祉活動の拠点づくり事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 45,000 45,000 45,000 45,000 45,000

実績 35,293 38,476

達成率 78.4% 85.5% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 実施 実施 実施 実施

実績 実施

達成率 100.0% － － －

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

事業の成果

指標 指標設定の考え方

社会福祉セン
ター利用人数

人

過去の実績（コロナ前R1:約
45,０００人）に照らし、同水
準の利用をめざす

社会福祉協議
会への活動補
助金の実施

－

地域福祉増進のため社会福祉協
議会への活動補助を実施する。

0

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

96,927

総コストA+B 決算額A

94,831 2,096 0.40 5,240

0 0 0

0 0

２．事業の評価　＜Check＞



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 5,349 2,675 0 0 3,195 2,675

R7 4,397 2,198 0 0 8,793 2,199

R8 4,397 2,198 0 0 8,793 2,199

R9 4,397 2,198 0 0 8,793 2,199

主要事業 管理番号 60
新しい介護予防・日常生活

支援総合事業

事業概要
要支援者などを対象とした介護予防・生活支援サービス事業及びすべ
ての高齢者を対象とした一般介護予防事業の推進

3 3 1

いきいき健康で
明るいまち

高齢者福祉
高齢者の生活支援と介

護予防の推進

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 高齢者支援課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

多様なサービスの充実により、地域の支え合
いの体制づくりを推進し、要支援者等に対す
る効果的かつ効率的な支援を目指します。

○介護予防・日常生活支援総合事業
・地域包括支援センターによる介護予防ｹｱﾏﾈ
ｼﾞﾒﾝﾄに基づき訪問型サービス等の給付及び
生活機能を改善するための運動機能向上等の
プログラムを実施する短期集中予防サービス
を実施した。
・基準を緩和した訪問型サービス利用回数
1,091回
・短期集中予防サービス事業（通所型）　参
加者数（実人数）　45人

多様なサービスの充実により、地域の支え合
いの体制づくりを推進し、要支援者等に対す
る効果的かつ効率的な支援を目指します。

大事業

05 03 01 01 001

多様なサービスの充実により、地域の支え合
いの体制づくりを推進し、要支援者等に対す
る効果的かつ効率的な支援を目指します。

多様なサービスの充実により、地域の支え合
いの体制づくりを推進し、要支援者等に対す
る効果的かつ効率的な支援を目指します。

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

介護保険特別会計（保険事業勘定） 地域支援事業費 介護予防･生活支援サービス事業 介護予防･生活支援サービス事業 介護予防･生活支援サービス事業

17,587

17,587 13,894

17,587

17,587

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 60
新しい介護予防・日常生活

支援総合事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 500 850 900 950 1,000

実績 1063 1091

達成率 212.6% 128.4% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 45 45 45 45 45

実績 24 45

達成率 53.3% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

54,242 13,894 40,348 7.70 5,240

0 0 0

0 0 0

短期集中予防
サービス事業
参加者数（実
人数）

人

過去５年の実績の最大値
（R1:42人）に照らし、
45人の利用を目標に実施

事業の成果

指標 指標設定の考え方

基準を緩和し
た訪問型サー
ビス利用回数

人

第８期高齢者保健福祉計画
より目標を設定して実施

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上） 介護予防・日常生活支援総合事業の利用者が増加している。



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 1,363 7,906 1,455

R7 12,149

R8 12,149

R9 12,149

主要事業 管理番号 61 高齢者在宅生活支援事業

事業概要

高齢者生活支援ヘルパー派遣、手すりの設置、段差解消などの居住設備
改善補助、独居高齢者の24時間安心見守り事業、補聴器購入費助成、
電磁調理器などの日常生活用具の給付を行うとともに、給食サービス事
業、ふとん丸洗い事業等を実施する社会福祉協議会への補助の実施、在
宅医療・介護の連携

3 3 1

いきいき健康で
明るいまち

高齢者福祉
高齢者の生活支援と介

護予防の推進

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 高齢者支援課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

高齢者が安心して在宅生活を送れるよう高齢
者在宅福祉事業や社会福祉協議会への補助を
実施します。

○高齢者在宅福祉事業
・高齢者生活支援ヘルパー派遣　利用者１
人、延べ４時間
・居住設備改善　補助件数63件、補助金額
5,584千円
・福祉電話貸付　利用者8人
・緊急通報装置　新規設置７２台、設置総数
４６２台
○社会福祉協議会事業補助
・ふとん丸洗い事業　利用者延べ27名、補助
金額230千円
・ふれあい型給食サービス　配食数3,274
食、補助金額3,550千円
・ふれあいテレフォンサービス事業　補助金
額125千円

高齢者が安心して在宅生活を送れるよう高齢
者在宅福祉事業や社会福祉協議会への補助を
実施します。

大事業

01 03 01 02 004

高齢者が安心して在宅生活を送れるよう高齢
者在宅福祉事業や社会福祉協議会への補助を
実施します。

高齢者が安心して在宅生活を送れるよう高齢
者在宅福祉事業や社会福祉協議会への補助を
実施します。

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 民生費 社会福祉費 老人福祉費 高齢者在宅生活支援事業費

12,149

11,665 10,724

12,149

12,149

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 61 高齢者在宅生活支援事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 60 65 65 65 65

実績 67 72

達成率 111.7% 110.8% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

15,440 10,724 4,716 0.90 5,240

0 0 0

0 0 0

事業の成果

指標 指標設定の考え方

高齢者在宅福
祉事業実施件
数

件

高齢者保健福祉計画

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上） 高齢者が安心して在宅生活を送れるように事業をすすめることができた



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 367 183 0 0 220 183

R7 550 275 0 0 329 275

R8 550 275 0 0 329 275

R9 550 275 0 0 329 275

主要事業 管理番号 62 認知症施策推進事業

事業概要

認知症となっても生きがいをもって、地域で安心して暮らし続けるこ
とができるように、支援拠点づくり事業、運動教室の開催、認知症カ
フェの設置、SOSネットワーク事業、認知症初期集中支援チームの設
置など、当事者と家族に対して支援。認知症サポーターの養成や、認
知症の人の作品展示や声かけ見守り訓練等、地域や職域で認知症への
理解を深めるための啓発活動を推進

3 3 2

いきいき健康で
明るいまち

高齢者福祉
高齢者などに対す
る包括的な支援

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 高齢者支援課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

認知症サポーターの養成
認知症サポーター養成講座開催回数：45回
参加延べ人数：903人
（うち小学生対象開催回数7回　429人）

認知症サポーターの養成

大事業

05 03 03 06 001

認知症サポーターの養成

認知症サポーターの養成

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

介護保険特別会計（保険事業勘定） 地域支援事業費 包括的支援事業 認知症予防対策事業 認知症予防対策事業

1,429

1,429 953

1,429

1,429

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 62 認知症施策推進事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 12000 12300 12500 12800 13,000

実績 11247 12150

達成率 93.7% 98.8% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

12,481 953 11,528 2.20 5,240

0 0 0

0 0 0

事業の成果

指標 指標設定の考え方

これまでに養
成した認知症
サポーター

人

Ｒ9までに延べ13,000人
を目標に実施（R6まで延
べ12,150人）

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上） 認知症サポーター受講希望者の増加（小学生の受講）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 25,943 12,971 0 0 15,499 12,971

R7 30,712 15,356 0 0 18,348 15,356

R8 30,712 15,356 0 0 18,348 15,356

R9 30,712 15,356 0 0 18,348 15,356

主要事業 管理番号 63
地域包括支援センター運営

事業

事業概要
地域包括ケアシステムの中核的な組織である地域包括支援センターを
運営し、総合相談業務、権利擁護業務、包括的継続的ケアマネジメン
ト支援業務、介護予防ケアマネジメント等を推進

3 3 2

いきいき健康で
明るいまち

高齢者福祉
高齢者などに対す
る包括的な支援

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 高齢者支援課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

総合相談事業・権利擁護事業・継続的包括的
ケアマネジメント支援事業・介護予防ケアマ
ネジメント事業
地域の高齢者が住み慣れた地域で自分らしい
暮らしを人生の最後まで続けることができる
ように地域包括支援センターの運営を行う。

○包括的支援事業
・高齢者の相談事業、権利擁護事業、介護予
防ケアマネジメント事業、家族介護支援事業
を通じ、高齢者の支援を行った。

総合相談事業・権利擁護事業・継続的包括的
ケアマネジメント支援事業・介護予防ケアマ
ネジメント事業
地域の高齢者が住み慣れた地域で自分らしい
暮らしを人生の最後まで続けることができる
ように地域包括支援センターの運営を行う。

大事業

05 03 03 00 001

総合相談事業・権利擁護事業・継続的包括的
ケアマネジメント支援事業・介護予防ケアマ
ネジメント事業
地域の高齢者が住み慣れた地域で自分らしい
暮らしを人生の最後まで続けることができる
ように地域包括支援センターの運営を行う。

総合相談事業・権利擁護事業・継続的包括的
ケアマネジメント支援事業・介護予防ケアマ
ネジメント事業
地域の高齢者が住み慣れた地域で自分らしい
暮らしを人生の最後まで続けることができる
ように地域包括支援センターの運営を行う。

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

介護保険特別会計（保険事業勘定） 地域支援事業費 包括的支援事業 総合相談事業 総合相談事業

権利擁護事業　包括的･継続的ケアマネジメント事業　家族介護支援事業費　在宅医療･介護
連携推進事業費

79,772

74,654 67,384

79,772

79,772

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 63
地域包括支援センター運営

事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 10000 15000 15000 15000 15,000

実績 15661 17658

達成率 156.6% 117.7% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

132,360 67,384 64,976 12.40 5,240

0 0 0

0 0 0

事業の成果

指標 指標設定の考え方

総合相談件数
（延べ）

件

R1～R5までの実績に照ら
し延べ15,000件の総合相
談を目標に実施

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上） 民生児童委員や、社会福祉協議会などの関係機関と連携を深める。



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 7,422 3,711 0 0 4,435 3,711

R7 7,192 3,596 0 0 4,296 3,596

R8 7,192 3,596 0 0 4,296 3,596

R9 7,192 3,596 0 0 4,296 3,596

主要事業 管理番号 64 生活支援体制整備事業

事業概要
協議体の設置及び生活支援コーディネーターの配置を行い、高齢者の
多様な日常生活上の支援体制の充実と強化、高齢者の社会参加を推進

3 3 2

いきいき健康で
明るいまち

高齢者福祉
高齢者などに対す
る包括的な支援

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 高齢者支援課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・協議体の会議開催
・SCの配置

協議体の開催：１回（2/25）
生活支援コーディネーターの配置人数：5人

・協議体の会議開催
・SCの配置

大事業

05 03 03 08 001

・協議体の会議開催
・SCの配置

・協議体の会議開催
・SCの配置

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

介護保険特別会計（保険事業勘定） 地域支援事業費 包括的支援事業 生活支援体制整備事業費 生活支援体制整備事業費

18,680

20,317 19,279

18,680

18,680

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 64 生活支援体制整備事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 1 1 1 1 1

実績 1 1

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 6 6 6 6 6

実績 6 5

達成率 100.0% 83.3% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

24,519 19,279 5,240 1.00 5,240

0 0 0

0 0 0

生活支援コー
ディネーター
の配置人数

人

実績（R5:6人）と同水準
で配置

事業の成果

指標 指標設定の考え方

協議体の会議
開催回数

回

年1回、協議体の会議を開
催

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

生活支援コーディネーターを配置し、地域全体で高齢者を支える体制づ
くりを推進していく。



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 9,230

R7 11,030

R8 11,445

R9 12,095

主要事業 管理番号 65 高齢者見守り事業

事業概要
喜寿、米寿、白寿、紀寿を迎える人に祝金等を贈呈。生活状況などの
聞き取り調査を行い実態を把握、必要な人には民生委員・児童委員に
よる見守りを実施

3 3 2

いきいき健康で
明るいまち

高齢者福祉
高齢者などに対す
る包括的な支援

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 高齢者支援課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・敬老祝金贈呈時に、生活の実態調査を同時
に実施する。

○敬老祝金
・長寿を祝い、高齢者福祉の向上に努めた。
　支給：喜寿1,020人（5千円）米寿325人
（10千円）白寿20人（20千円）紀寿16人
（30千円）

・敬老祝金贈呈時に、生活の実態調査を同時
に実施する。

大事業

01 03 01 02 003

・敬老祝金贈呈時に、生活の実態調査を同時
に実施する。

・敬老祝金贈呈時に、生活の実態調査を同時
に実施する。

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 民生費 社会福祉費 老人福祉費 敬老費

12,095

9,245 9,230

11,030

11,445

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 65 高齢者見守り事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 80 80 80 80 80

実績 44 77

達成率 55.0% 96.3% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

23,902 9,230 14,672 2.80 5,240

0 0 0

0 0 0

事業の成果

指標 指標設定の考え方

民生委員によ
る見守り同意
者数

人

過去５年の実績の最大値
（R1:75人）より、80人
の同意を目標に実施

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

対象者に対して祝金を贈呈し、実態把握をすすめることができた。ま
た、希望者へ見守り事業をすすめることができた。



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 479

R7 750

R8 750

R9 750

主要事業 管理番号 66
高齢者いきいきポイント事

業

事業概要
高齢者の社会参加及び生きがいづくりを支援し、介護予防の推進を図
るとともに、地域におけるボランティア活動を奨励・推進するため、
ボランティア活動に対して奨励金を交付

3 3 3 ○

いきいき健康で
明るいまち

高齢者福祉
高齢者の社会参加
と生きがいづくり

II-4

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 高齢者支援課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

高齢者の健康維持、社会参加の促進、生きが
いづくりに向けた取組みとして、高齢者のボ
ランティア活動がスムーズに進めていけるよ
う活動調整等を支援します。

○高齢者いきいきポイント事業
・登録事前講習会3回（6/29、11/19、
2/27)開催
・ボランティア延べ登録者数338人
・事業所登録数44事業所

高齢者の健康維持、社会参加の促進、生きが
いづくりに向けた取組みとして、高齢者のボ
ランティア活動がスムーズに進めていけるよ
う活動調整等を支援します。

大事業

01 03 01 02 012

高齢者の健康維持、社会参加の促進、生きが
いづくりに向けた取組みとして、高齢者のボ
ランティア活動がスムーズに進めていけるよ
う活動調整等を支援します。

高齢者の健康維持、社会参加の促進、生きが
いづくりに向けた取組みとして、高齢者のボ
ランティア活動がスムーズに進めていけるよ
う活動調整等を支援します。

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 民生費 社会福祉費 老人福祉費 高齢者支援事業費

750

750 479

750

750

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 66
高齢者いきいきポイント事

業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 380 340 350 360 370

実績 329 338

達成率 86.6% 99.4% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

4,671 479 4,192 0.80 5,240

0 0 0

0 0 0

事業の成果

指標 指標設定の考え方

ボランティア
登録者数

人

過去５年の実績により、前
年度実績に対して１０人の
増加を目標にして実施

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上） 事前講習会を実施し、登録者を増やすことができた。



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 671 671

R7 1,452

R8 1,452

R9 1,452

主要事業 管理番号 67
高齢者の身近な居場所づく

り支援事業

事業概要
身近な場所で高齢者が集える居場所づくりを支援、また保健事業と介
護予防の一体的実施事業としてフレイル＊予防教室等を開催

3 3 3 ○

いきいき健康で
明るいまち

高齢者福祉
高齢者の社会参加
と生きがいづくり

II-4

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 高齢者支援課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

高齢者の集う場において、介護予防に資する
体操の実施を条件として補助金の支給や人
的・物的な支援を行うことにより高齢者の健
康維持・社会参加・生きがいづくりを推進す
る。

居場所実施自治会数：24

高齢者の集う場において、介護予防に資する
体操の実施を条件として補助金の支給や人
的・物的な支援を行うことにより高齢者の健
康維持・社会参加・生きがいづくりを推進す
る。

大事業

01 03 01 02 012

高齢者の集う場において、介護予防に資する
体操の実施を条件として補助金の支給や人
的・物的な支援を行うことにより高齢者の健
康維持・社会参加・生きがいづくりを推進す
る。

高齢者の集う場において、介護予防に資する
体操の実施を条件として補助金の支給や人
的・物的な支援を行うことにより高齢者の健
康維持・社会参加・生きがいづくりを推進す
る。

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 民生費 社会福祉費 老人福祉費 高齢者支援事業費

1,452

1,452 1,342

1,452

1,452

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 67
高齢者の身近な居場所づく

り支援事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 23 22 23 24 25

実績 21 24

達成率 91.3% 109.1% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

10,774 1,342 9,432 1.80 5,240

0 0 0

0 0 0

事業の成果

指標 指標設定の考え方

居場所実施数
（自治会数）

か所

過去５年の実績により、前
年度実績に対して年１か所
増加を目標に実施

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上） 居場所の新規立ち上げに対し、支援することができた。



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 14,384 65,017

R7 67,032

R8 29,480

R9 29,480

主要事業 管理番号 68
老人福祉センター等運営事

業

事業概要
高齢者の憩いの場、交流の場として、安心・快適な環境を提供し、社
会参加機会を充実

3 3 3

いきいき健康で
明るいまち

高齢者福祉
高齢者の社会参加
と生きがいづくり

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 高齢者支援課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

高齢者が施設を安全に利用できるように保守
点検等を適切に実施します。

老人福祉センター等運営事業
・本市の高齢者に対する健康づくりや生きが
い対策の場として、高齢者のクラブ活動等や
スカイウェル、風呂等の利用があった。
常磐苑:年間利用者 20,254人、開所日数
292日
宝生苑:年間利用者 32,805人、開所日数
293日
三山木老人いこいの家：年間利用者2,494
人、開所日数293日

高齢者が施設を安全に利用できるように保守
点検等を適切に実施します。

大事業

01 03 01 04 002

高齢者が施設を安全に利用できるように保守
点検等を適切に実施します。

高齢者が施設を安全に利用できるように保守
点検等を適切に実施します。

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 民生費 社会福祉費 老人福祉施設費 老人福祉センター等運営費

29,480

81,122 79,401

67,032

29,480

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 68
老人福祉センター等運営事

業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 70000 70000 70000 35000 35,000

実績 51897 55553

達成率 74.1% 79.4% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

107,173 79,401 27,772 5.30 5,240

0 0 0

0 0 0

事業の成果

指標 指標設定の考え方

老人福祉セン
ター等利用者
数

人

過去５年の実績の最大値
（R1:68,130人）に照ら
し、70,000人の利用を目
標

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上） 利用者数は徐々に回復してきている。



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 2,097 2,813

R7 2,520 2,349

R8 2,520 2,349

R9 2,520 2,349

主要事業 管理番号 69 老人クラブ助成事業

事業概要
高齢者の地域での社会奉仕活動や友愛訪問活動等の老人クラブ活動の
支援を行うため、老人クラブ連合会及び地域の単位老人クラブに助成
を行い、組織の育成を推進

3 3 3

いきいき健康で
明るいまち

高齢者福祉
高齢者の社会参加
と生きがいづくり

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 高齢者支援課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

各老人クラブが自立した活動を行えるように
補助金を交付する。

○老人クラブへの助成
・老人クラブ連合会及び地域の単位老人クラ
ブに助成を行い、老人クラブの育成と高齢者
福祉の向上に努めた。
　老人クラブ連合会補助金額：1,175千円
　単位老人クラブ：５９クラブ　補助金額：
3,735千円

各老人クラブが自立した活動を行えるように
補助金を交付する。

大事業

01 03 01 04 001

各老人クラブが自立した活動を行えるように
補助金を交付する。

各老人クラブが自立した活動を行えるように
補助金を交付する。

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 民生費 社会福祉費 老人福祉施設費 老人クラブ助成費

4,869

4,911 4,910

4,869

4,869

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 69 老人クラブ助成事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 63 60 60 60 60

実績 60 59

達成率 95.2% 98.3% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

9,626 4,910 4,716 0.90 5,240

0 0 0

0 0 0

事業の成果

指標 指標設定の考え方

老人クラブ数 クラブ

過去の実績（R５:６0クラ
ブ）と同水準のクラブ数を
維持

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 16,835

R7 15,706

R8 15,706

R9 15,706

主要事業 管理番号 70
シルバー人材センター助成

事業

事業概要
高齢者福祉の増進などのため、シルバー人材センターが実施する高年
齢者能力活用事業等に要する経費の一部を補助

3 3 3

いきいき健康で
明るいまち

高齢者福祉
高齢者の社会参加
と生きがいづくり

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 高齢者支援課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

高齢者の健康維持、社会参加の促進、生きが
いづくりに向けた取組みの一つとして、高年
齢者の労働能力活用のためにシルバー人材セ
ンターへ補助金を交付する。

○高年齢者労働能力活用事業
・京田辺市シルバー人材センターが実施する
高年齢者労働能力活用事業に要する経費の一
部について、本センターの事業の拡充、発展
を図ることを目的として、高齢者福祉の増進
等のため補助を行った。
　京田辺市シルバー人材センターに対する補
助：16,835千円

高齢者の健康維持、社会参加の促進、生きが
いづくりに向けた取組みの一つとして、高年
齢者の労働能力活用のためにシルバー人材セ
ンターへ補助金を交付する。

大事業

01 03 01 02 006

高齢者の健康維持、社会参加の促進、生きが
いづくりに向けた取組みの一つとして、高年
齢者の労働能力活用のためにシルバー人材セ
ンターへ補助金を交付する。

高齢者の健康維持、社会参加の促進、生きが
いづくりに向けた取組みの一つとして、高年
齢者の労働能力活用のためにシルバー人材セ
ンターへ補助金を交付する。

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 民生費 社会福祉費 老人福祉費 シルバー人材センター運営事業費

15,706

16,835 16,835

15,706

15,706

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 70
シルバー人材センター助成

事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 570 530 530 530 530

実績 527 575

達成率 92.5% 108.5% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

17,359 16,835 524 0.10 5,240

0 0 0

0 0 0

事業の成果

指標 指標設定の考え方

シルバー人材
センター会員
数

人

入会と退会のバランスを保
ち、会員数を維持（R5：
５２7人を基準とする）

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上） 会員数増加につながる支援ができた



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 836,640 546,061 474,934

R7 846,081 555,977 521,489

R8 846,081 555,977 521,489

R9 846,081 555,977 521,4891,923,547

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

1,901,930 1,857,635

1,923,547

1,923,547

予算額（千円） 決算額（千円）

財源内訳（千円）

歳出予
算費目 一般会計 民生費 社会福祉費 社会福祉総務費 自立支援給付費

目 大事業

01 03 01 01 009

障がいのある人の自立した生活を目指し、介
護給付費や訓練等給付費の支給、および補装
具の支給を行います。また、身体機能の障が
いを改善するため、医療の給付を行います。

障がいのある人の自立した生活を目指し、介
護給付費や訓練等給付費の支給、および補装
具の支給を行います。また、身体機能の障が
いを改善するため、医療の給付を行います。

会計 款 項

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

障がいのある人の自立した生活を目指し、介
護給付費や訓練等給付費の支給、および補装
具の支給を行います。また、身体機能の障が
いを改善するため、医療の給付を行います。

○自立支援給付（介護給付費･訓練等給付費･
特定障害者特別給付費･自立支援医療費･補装
具費及び高額障害福祉サービス等給付費の支
給）
・障がいのある人の自立を目指した介護サー
ビスや訓練等を提供することにより、障害者
の自立支援と福祉の向上を図った。
・身体機能の障害を除去又は軽減し、日常生
活に適応できるように改善する医療給付を
行った。

障がいのある人の自立した生活を目指し、介
護給付費や訓練等給付費の支給、および補装
具の支給を行います。また、身体機能の障が
いを改善するため、医療の給付を行います。

いきいき健康で
明るいまち

障がい者福祉
障がい者福祉

サービスの充実

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 障がい福祉課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 71 自立支援給付事業

事業概要
障がいのある人の自立支援と福祉の向上のため、障害者総合支援法に
基づき介護給付費、訓練等給付費、補装具費、自立支援医療費等を支
給

3 4 1



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 71 自立支援給付事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 99,024 101,352 102,612 107,472 107,472

実績 96,252 104,677

達成率 97.2% 103.3% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 71,064 77,448 78,828 80,268 80,268

実績 74,868 78,306

達成率 105.4% 101.1% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

日中活動系
サービスの利
用量

日数

福祉計画における目標値を
指標として実施。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

訪問系サービ
スの利用量

時間

福祉計画における目標値を
指標として実施。

2.00 5,240

0 0 0

平均
人件費

事
業
の
効
率
性

1,868,115 1,857,635 10,480

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 15,289 7,644 35,870

R7 13,274 6,637 40,717

R8 13,274 6,637 40,717

R9 13,274 6,637 40,71760,628

62,084 58,803

60,628

60,628

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 民生費 社会福祉費 社会福祉総務費 地域生活支援事業費

大事業

01 03 01 01 010

・重度の障がいのある方の日常生活を支援す
るための用具を給付や、ご家族の介護負担軽
減のための過ごしの場を提供します。
・障がい者の生活を地域全体で支える仕組み
として「地域生活支援拠点等」の整備を推進
します。

・重度の障がいのある方の日常生活を支援す
るための用具を給付や、ご家族の介護負担軽
減のための過ごしの場を提供します。
・障がい者の生活を地域全体で支える仕組み
として「地域生活支援拠点等」の整備を推進
します。

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・重度の障がいのある方の日常生活を支援す
るための用具を給付や、ご家族の介護負担軽
減のための過ごしの場を提供します。
・障がい者の生活を地域全体で支える仕組み
として「地域生活支援拠点等」の整備を推進
します。

○相談支援事業
・障害者生活支援センターで実施（利用延べ
人数10,796 人）
○日常生活用具給付事業
・給付延べ件数   1,315件

・重度の障がいのある方の日常生活を支援す
るための用具を給付や、ご家族の介護負担軽
減のための過ごしの場を提供します。
・障がい者の生活を地域全体で支える仕組み
として「地域生活支援拠点等」の整備を推進
します。

いきいき健康で
明るいまち

障がい者福祉
障がい者福祉

サービスの充実

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 障がい福祉課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 72
地域生活支援事業(障がい

者福祉サービス)

事業概要
障がいのある人の地域での自立を支援するため、障がいの種別に応じ
て様々なサービスを提供(相談支援事業、日常生活用具給付事業等)。障
がいのある人の生活を地域社会全体で支えるサービス提供体制の構築

3 4 1



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 72
地域生活支援事業(障がい

者福祉サービス)

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 1040 1471 1474 1477 1,477

実績 1459 1315

達成率 140.3% 89.4% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 7575 5500 5500 5500 5,500

実績 6474 6552

達成率 85.5% 119.1% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 1 1 1 1 1

実績 1 1

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

日中一時支援
利用時間

時間

障害福祉計画の見込量に基
づき、年５,５００時間の
利用を目指して実施。

地域生活支援
拠点等の整備

箇所

障害福祉計画に基づき、地
域生活支援拠点等の整備を
目指して実施。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

日常生活用具
利用件数

件

障害福祉計画の見込量に基
づき、目標値を目指して実
施。

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

60,899 58,803 2,096 0.40 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 39,554 13,022

R7 42,955 14,319

R8 42,955 14,319

R9 42,955 14,31957,274

54,633 52,576

57,274

57,274

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 民生費 社会福祉費 社会福祉総務費 特別障害者手当等給付事業費

大事業

01 03 01 01 006

精神又は身体に重度の障がいを有する児童に
障害児福祉手当を支給するとともに、精神又
は身体に著しく重度の障がいを有する者に特
別障害者手当を支給することにより、これら
の者の福祉の増進を図る。

精神又は身体に重度の障がいを有する児童に
障害児福祉手当を支給するとともに、精神又
は身体に著しく重度の障がいを有する者に特
別障害者手当を支給することにより、これら
の者の福祉の増進を図る。

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

精神又は身体に重度の障がいを有する児童に
障害児福祉手当を支給するとともに、精神又
は身体に著しく重度の障がいを有する者に特
別障害者手当を支給することにより、これら
の者の福祉の増進を図る。

○障害児福祉手当
・支払件数　1,062件・支払金額    16,582
千円
○特別障害者手当
・支払件数　1,254件・支払金額　 35,994
千円

精神又は身体に重度の障がいを有する児童に
障害児福祉手当を支給するとともに、精神又
は身体に著しく重度の障がいを有する者に特
別障害者手当を支給することにより、これら
の者の福祉の増進を図る。

いきいき健康で
明るいまち

障がい者福祉
障がい者福祉

サービスの充実

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 障がい福祉課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 73 特別障害者手当等給付事業

事業概要
精神又は身体に重度の障がいのある児童に障害児福祉手当を支給する
とともに、精神又は身体に著しく重度の障がいのある人に特別障害者
手当を支給

3 4 1



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 73 特別障害者手当等給付事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 2034 2088 2218 2218 2,218

実績 2125 2,316

達成率 104.5% 110.9% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを
同程度に維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

事業の成果

指標 指標設定の考え方

手当の支払件
数

件

過去の実績の平均（R5・
6の平均:2218件）に照ら
し、年2218件の支払いを
指標として実施。

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

57,816 52,576 5,240 1.00 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 298,498 142,474 128,925

R7 322,983 161,491 163,630

R8 322,983 161,491 163,630

R9 322,983 161,491 163,630648,104

593,277 569,897

648,104

648,104

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 民生費 社会福祉費 社会福祉総務費 障害児通所給付事業費

大事業

01 03 01 01 023

児童福祉法に基づき障害児通所給付費、障害
児相談支援給付費などの支給を行い、障がい
児に対する支援や障がい児の自立の促進等を
図る。

児童福祉法に基づき障害児通所給付費、障害
児相談支援給付費などの支給を行い、障がい
児に対する支援や障がい児の自立の促進等を
図る。

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

児童福祉法に基づき障害児通所給付費、障害
児相談支援給付費などの支給を行い、障がい
児に対する支援や障がい児の自立の促進等を
図る。

○障害児通所給付費の支給
・障がいのある子どもが身近な地域で障害特
性に応じた専門的な支援が提供されるよう児
童発達支援、放課後等デイサービス、保育所
等訪問支援、医療型児童発達支援などのサー
ビスの支給を行った。

児童福祉法に基づき障害児通所給付費、障害
児相談支援給付費などの支給を行い、障がい
児に対する支援や障がい児の自立の促進等を
図る。

いきいき健康で
明るいまち

障がい者福祉
障がい者福祉

サービスの充実

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 障がい福祉課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 74 障害児通所給付事業

事業概要
障がいのある児童に対する支援や自立促進などのため、児童福祉法に
基づき障害児通所給付費、障害児相談支援給付費等を支給

3 4 1



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 74 障害児通所給付事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 546 520 520 520 520

実績 703 782

達成率 128.8% 150.4% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 566 1271 1296 1322 1,322

実績 1183 1171

達成率 209.0% 92.1% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

年間障害児相
談支援利用者
数

人

障害児福祉計画の見込量に
基づき設定。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

月平均障害児
通所事業利用
者数

人

障害児福祉計画の見込量に
基づき設定。

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

571,993 569,897 2,096 0.40 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 10,316 5,158 24,203

R7 9,851 4,926 26,219

R8 9,851 4,926 26,219

R9 9,851 4,926 26,21940,996

41,236 39,677

40,996

40,996

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 民生費 社会福祉費 社会福祉総務費 地域生活支援事業費

大事業

01 03 01 01 010

〇聴覚に障がいのある人の生活及び関連する
福祉制度についての理解と認識を深めるとと
もに、相手の手話が理解でき、特定の聴覚に
障がいのある人と手話で日常会話ができる程
度の技術習得を目指して研修を実施する。
〇音声や文字による情報入手が困難な聴覚や
視覚に障がいのある人に、文字や音声で伝え
る奉仕員を養成する。

〇聴覚に障がいのある人の生活及び関連する
福祉制度についての理解と認識を深めるとと
もに、相手の手話が理解でき、特定の聴覚に
障がいのある人と手話で日常会話ができる程
度の技術習得を目指して研修を実施する。
〇音声や文字による情報入手が困難な聴覚や
視覚に障がいのある人に、文字や音声で伝え
る奉仕員を養成する。

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

〇聴覚に障がいのある人の生活及び関連する
福祉制度についての理解と認識を深めるとと
もに、相手の手話が理解でき、特定の聴覚に
障がいのある人と手話で日常会話ができる程
度の技術習得を目指して研修を実施する。
〇音声や文字による情報入手が困難な聴覚や
視覚に障がいのある人に、文字や音声で伝え
る奉仕員を養成する。

○意思疎通支援事業
・手話通訳派遣延べ　２５８件、要約筆記派
遣延べ件数  71件
○移動支援事業
・実利用者数　128人
○地域活動支援センター事業
・延べ利用者数  0人

〇聴覚に障がいのある人の生活及び関連する
福祉制度についての理解と認識を深めるとと
もに、相手の手話が理解でき、特定の聴覚に
障がいのある人と手話で日常会話ができる程
度の技術習得を目指して研修を実施する。
〇音声や文字による情報入手が困難な聴覚や
視覚に障がいのある人に、文字や音声で伝え
る奉仕員を養成する。

いきいき健康で
明るいまち

障がい者福祉
障がいのある人の
社会参加の促進

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 障がい福祉課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 75
地域生活支援事業(社会参

加促進)

事業概要
障がいのある人の地域での社会参加や就労を支援するため、意思疎通
支援、手話奉仕員等養成、移動支援、地域活動支援センター等、障が
いの種別に応じて様々なサービスを提供

3 4 2



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 75
地域生活支援事業(社会参

加促進)

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 35 37 37 37 37

実績 35 37

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 14219 13745 13859 13974 13,974

実績 13793 13473

達成率 97.0% 98.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度
に維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

移動支援事業
利用時間

時間

障害福祉計画の見込量に基
づき、目標値を目指して実
施。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

手話奉仕員養
成研修実施回
数

回

国のカリキュラムにより、
年3７回の実施を目指して
実施。

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

42,821 39,677 3,144 0.60 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 620 310 1,436

R7 3,088

R8 3,088

R9 3,0883,088

2,737 2,366

3,088

3,088

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 民生費 社会福祉費 社会福祉総務費 心身障害者福祉費

大事業

01 03 01 01 004

障がいのある人の尊厳を守り、障がいのある
人の自立及び社会参加を促進するため、虐待
防止センター事業、成年後見制度利用支援事
業など、権利擁護に対する必要な援助を実施
する。

障がいのある人の尊厳を守り、障がいのある
人の自立及び社会参加を促進するため、虐待
防止センター事業、成年後見制度利用支援事
業など、権利擁護に対する必要な援助を実施
する。

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

障がいのある人の尊厳を守り、障がいのある
人の自立及び社会参加を促進するため、虐待
防止センター事業、成年後見制度利用支援事
業など、権利擁護に対する必要な援助を実施
する。

○京田辺市障害者虐待防止センターとして、虐
待の防止に努めた。
○成年後見制度の後見人等の報酬助成を行っ
た。

障がいのある人の尊厳を守り、障がいのある
人の自立及び社会参加を促進するため、虐待
防止センター事業、成年後見制度利用支援事
業など、権利擁護に対する必要な援助を実施
する。

いきいき健康で
明るいまち

障がい者福祉
障がいのある人の
社会参加の促進

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 障がい福祉課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 76 障害者権利擁護推進事業

事業概要
障がいのある人の尊厳を守り、障がいのある人の自立及び社会参加を促進
するため、虐待防止センター事業、成年後見制度利用支援事業等、権利擁
護に対する必要な援助を実施

3 4 2



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 76 障害者権利擁護推進事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 1 1 1 1 1

実績 1 1

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 10 9 9 9 9

実績 9 9

達成率 90.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

成年後見制度
利用支援事業
利用者数

人

障害福祉計画の見込量に基づ
き設定。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

虐待にかかる
事業所研修の
回数

回

虐待に係る事業所研修を、年
1回開催。

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

3,676 2,366 1,310 0.25 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 523

R7 523

R8 523

R9 523

主要事業 管理番号 77
障がい者団体活動等支援事

業

事業概要 障がい者団体の活動を支援

3 4 3

いきいき健康で
明るいまち

障がい者福祉
障がい者団体の

育成と支援

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 障がい福祉課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

〇秋の日帰り旅行を実施する。
〇7月～８月にスポーツ交流会を実施する。

○障がい者団体に対する補助金の交付
・身体障害者協会　428千円
・聴覚障害者協会     95千円

〇秋の日帰り旅行を実施する。
〇7月～８月にスポーツ交流会を実施する。

大事業

01 03 01 01 004

〇秋の日帰り旅行を実施する。
〇7月～８月にスポーツ交流会を実施する。

〇秋の日帰り旅行を実施する。
〇7月～８月にスポーツ交流会を実施する。

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 民生費 社会福祉費 社会福祉総務費 心身障害者福祉費

523

523 523

523

523

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 77
障がい者団体活動等支援事

業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 2 2 2 2 2

実績 2 2

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 60 30 30 30 30

実績 23 40

達成率 38.3% 133.3% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

4,191 523 3,668 0.70 5,240

0 0 0

0 0 0

レクリエー
ション参加人
数（延べ）

人

過去の実績（R５:２３人）
に照らし３０人の参加を目
指して実施。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

身体障害者協
会のレクリ
エーションの
回数

回

過去の実績（R５:2回）に
照らし、同水準の実施を目
指して実施。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 5,764

R7 5,643

R8 5,643

R9 5,6435,643

5,922 5,764

5,643

5,643

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

介護保険特別会計（保険事業勘定） 総務費 徴収費 賦課徴収費、
滞納処分費

大事業

05 01 02 ０１，０２

介護保険事業の安定的・継続的な運営のため
介護保険料収納率の維持を図る。

介護保険事業の安定的・継続的な運営のため
介護保険料収納率の維持を図る。

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

介護保険事業の安定的・継続的な運営のため
介護保険料収納率の維持を図る。

介護保険料収納率を維持するため、特別徴収
の確実な実行、普通徴収の口座振替案内、督
促状の送付、滞納整理、コンビニ納付開始へ
の取組を行った。

介護保険事業の安定的・継続的な運営のため
介護保険料収納率の維持を図る。

いきいき健康で
明るいまち

社会保障 介護保険

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 介護保険課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 78 介護保険運営事務

事業概要
介護保険事業の安定的・継続的な運営のための、保険料徴収、介護認
定、計画作成、保険給付その他介護保険に関する事務

3 5 1



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 78 介護保険運営事務

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 98.3 98.5 98.5 98.5 99

実績 99.4 99.7

達成率 101.1% 101.2% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 －

実績 －

達成率 100.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを
同程度に維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成してい
る

（達成率100％以
令和7年4月30日時点

事業の成果

指標 指標設定の考え方

介護保険料徴
収率（全体）

％

第９期高齢者保険福祉計画
の予定保険料収納率を目標
値に設定

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

11,004 5,764 5,240 1.00 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 893,500 12,305 0 0 0 285,776

R7 94,601 15,000 0 0 0 1,151,741

R8 94,601 15,000 0 0 0 1,151,741

R9 94,601 15,000 0 0 0 1,151,741

001

生活保護費

1,261,342

1,311,896 1,191,581

生活保護費 扶助費

1,261,342

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

一般会計 民生費

1,261,342

03 03 02

項

予算額（千円） 決算額（千円）

財源内訳（千円）

歳出予
算費目

大事業

01

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・生活保護法による保護の実施

○生活保護
・生活困窮者に対する保護等を実施した。
　生活保護受給世帯数（停止世帯含む）
599世帯(令和７年3月末)
　生活保護受給人員(停止世帯含む）
715人(令和７年3月末)
　保護率　　　　　　  9.6‰(令和７年3月)
　面接相談延べ件数　  148件
　生活保護申請件数　    87件
　開始件数　          　　75件
　廃止件数　          　　77件
　就労支援対象者　 128人(うち就労者14人)

・生活保護法による保護の実施

・生活保護法による保護の実施

・生活保護法による保護の実施

会計 款

主要事業 管理番号 86 生活保護事業

事業概要
失業などによる収入の減少や疾病などにより就業できないなど、生活困窮となっ
た人に対し、最低生活の保障と自立の助長を目的として、生活保護法に基づき保
護を実施、健康管理支援や就労支援による被保護者の自立を推進

目

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 社会福祉課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト
3 5 6

いきいき健康で
明るいまち

社会保障
生活困窮者の自

立支援



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 86 生活保護事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施

達成率 100.0% 100.0% － － －

目標 165 150 150 150 150

実績 132 148

達成率 80.0% 98.7% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 100 120 120 120 120

実績 118 128

達成率 118.0% 106.7% 0.0% 0.0% 0.0%

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

事業の成果

指標 指標設定の考え方

適正な制度の
実施

－

「健康で文化的な最低限度の
生活の保障」を実現するため
の重要な事業として、適正に
実施する。

面接相談件数 件

過去の実績（Ｒ３～Ｒ５平均
１４９件）に照らし、年１５
０件の相談実施を目指す。

就労支援選定
者数

人

自立を目指した就労支援のた
め、過去の実績（R５:1１８
件）に照らし、年1２0人の
支援をめざす。

0 0 0

63,666 12.15 5,240

0 0 0

投入
職員数

平均
人件費

事
業
の
効
率
性

1,255,247 1,191,581

人件費B

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支出
金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 10,805 0 0 0 0 7,387

R7 13,176 0 0 0 0 13,176

R8 13,176 0 0 0 0 13,176

R9 13,176 0 0 0 0 13,176

歳出予
算費目

20,339 18,192

26,351

26,351

26,351

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

財源内訳（千円）

一般会計 民生費 社会福祉費 社会福祉総務費 生活困窮者自立支援事業

01 03 01 01 020

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・生活困窮者自立相談支援事業
・被保護者就労支援事業
・生活困窮者住居確保給付金
・生活困窮世帯の子どもに対する学習支援事業

○生活困窮者自立相談支援事業
・相談者102名（うちプラン作成27名に対し
就労支援、くらしサポート資金貸付などの支援
を行い、    8名が就労に結びついた。）。就労
準備、就労移行支援事業所等の支援機関と連携
し事業を進めた。
○生活困窮者住居確保給付金：支給者　6人
○生活困窮世帯の子どもに対する学習支援事
業：登録者数　キララ教室　11人　ミライ教室
51人

・生活困窮者自立相談支援事業
・被保護者就労支援事業
・生活困窮者住居確保給付金
・生活困窮世帯の子どもに対する学習支援事業

・生活困窮者自立相談支援事業
・被保護者就労支援事業
・生活困窮者住居確保給付金
・生活困窮世帯の子どもに対する学習支援事業

・生活困窮者自立相談支援事業
・被保護者就労支援事業
・生活困窮者住居確保給付金
・生活困窮世帯の子どもに対する学習支援事業

会計 款 項 目 大事業

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト
3 5 6

いきいき健康で明
るいまち

社会保障
生活困窮者の自

立支援

主要事業 管理番号 87 自立促進総合対策事業

事業概要
生活困窮者自立支援法に基づき、生活困窮者に係る自立相談支援の実施、住
居確保給付金の支給、こどもに対する学習支援、生活困窮者貸付事業、その
他の生活困窮者の自立を支援する事業を実施

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 社会福祉課



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 87 自立促進総合対策事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 10 10 10 10 10

実績 10 8

達成率 100.0% 80.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 60 68 68 68 68

実績 59 62

達成率 98.3% 91.2% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

事業の成果

指標 指標設定の考え方

就労者数 人

積極的な就労支援のため、過
去の実績に照らし、年10人
の就労を目指す。

学習支援利用
者数

人

生活困窮世帯等の自立を促進
するめ、R6拡充後学習支援
定員枠（限度68人）の利用
を目指す。

0 0 0

36,270 18,192 18,078 3.45 5,240

0 0 0

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 55 0

R7 55 0

R8 55 0

R9 55 0

主要事業 管理番号 211
障がいのある人への理解促

進研修・啓発事業

事業概要
障がいへの配慮がないために暮らしにくさを感じることがないよう、
市民に対して障がいについての理解を促し、差別のない社会づくりに
向けた取組みを推進

1 6 1

安全で心安らぐ
優しいまち

人権・男女共同参
画・多様性の尊重

人権教育・啓発の推
進、多様性の尊重

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 障がい福祉課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

障がいのある人等が、日常生活や社会生活を営む
うえで生じる「社会的障壁」を除去するために、
地域住民等に障がいのある人等に対する理解を深
めることを目的とした研修や啓発をおこないま
す。

市民対象の講演会や職員研修等において、障
害者差別解消法の趣旨や内容等の周知・啓発
を図るとともに、障がいのある人に対する理
解を進める研修や啓発活動を行いました。

障がいのある人等が、日常生活や社会生活を営む
うえで生じる「社会的障壁」を除去するために、
地域住民等に障がいのある人等に対する理解を深
めることを目的とした研修や啓発をおこないま
す。

大事業

01 03 01 01 004

障がいのある人等が、日常生活や社会生活を営む
うえで生じる「社会的障壁」を除去するために、
地域住民等に障がいのある人等に対する理解を深
めることを目的とした研修や啓発をおこないま
す。

障がいのある人等が、日常生活や社会生活を営む
うえで生じる「社会的障壁」を除去するために、
地域住民等に障がいのある人等に対する理解を深
めることを目的とした研修や啓発をおこないま
す。

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 民生費 社会福祉費 社会福祉総務費 心身障害者福祉費

55

55 55

55

55

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 211
障がいのある人への理解促

進研修・啓発事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 1 1 1 1

実績 1

達成率 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 2 2 2 2

実績 2

達成率 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

5,295 55 5,240 1.00 5,240

0 0 0

0 0 0

職員向け研修
会の実施

回

過去の実績に照らし、年2
回の実施を目標とする。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

市民対象の講
演会の実施

回

過去の実績に照らし、年１
回の実施を目標とする。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者負

担額
その他

一般
財源

R6 0 0 0 0 0 0

R7 0 0 0 0 0 0

R8 0

R9 0

歳出予
算費目

0 0

0 0

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

財源内訳（千円）

Ｒ６予算化なし

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・重層的支援体制整備事業に係る健康福祉部
内での協議

ワーキング部会　６回開催
「包括的支援体制構築に向けた勉強会」の開催
（福祉部、子ども未来部、関係機関を対象）

・重層的支援体制整備移行準備（実施に向け
た庁内協議・調整）

・重層的支援体制整備計画策定

・重層的支援体制整備事業実施

会計 款 項 目 大事業

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト
3 2 1 ○

いきいき健康で
明るいまち

地域福祉
多機関による情報共
有、支援体制の構築

II-4

主要事業 管理番号 213 重層的支援体制整備事業

事業概要
市全体の支援機関・地域の関係者が属性や世代を問わず相談を受け止め、
切れ目のない支援体制を構築するとともに、「断らない相談支援」、「参
加支援」、「地域づくりに向けた支援」を一体的に実施

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 社会福祉課



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 213 重層的支援体制整備事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 6 6 6 4

実績 6

達成率 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 策定 運用

実績

達成率 － －

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

事業の成果

指標 指標設定の考え方

会議等開催回
数

回

事業実施に向けた体制の構築
と庁内外の連携協議のための
協議を行う

計画策定・実
施運用

－

重層的支援体制整備計画を策
定し、実施運用を行う

0 0 0

6,288 0 6,288 1.20 5,240

0 0 0

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 2,057 0 0 0 0 2,057

R7 2,057 0 0 0 0 2,057

R8 2,057 0 0 0 0 2,057

R9 2,057 0 0 0 0 2,057

歳出予
算費目

4,114 4,114

4,114

4,114

4,114

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

財源内訳（千円）

一般会計 民生費 社会福祉費 社会福祉総務費 生活困窮者自立支援事業費

01 03 01 01 020

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

絆ネット構築事業を社会福祉協議会へ委託
し、地域全体で見守り活動などを支援する。

絆ネット構築事業を京田辺市社会福祉協議会
へ委託し、地域全体で見守り活動の支援を
行った。

絆ネット構築事業を社会福祉協議会へ委託
し、地域全体で見守り活動などを支援する。

絆ネット構築事業を社会福祉協議会へ委託
し、地域全体で見守り活動などを支援する。

絆ネット構築事業を社会福祉協議会へ委託
し、地域全体で見守り活動などを支援する。

会計 款 項 目 大事業

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト
3 2 2

いきいき健康で
明るいまち

地域福祉
地域における助け合い
のネットワークづくり

主要事業 管理番号 214 絆ネット支援事業

事業概要
地域住民主体の福祉活動と様々な団体、企業などがそれぞれの特徴を
いかしながら協力し合うネットワークを構築し、地域全体での見守り
活動などを支援

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 社会福祉課



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 214 絆ネット支援事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 実施 実施 実施 実施

実績 実施

達成率 100.0% － － －

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

事業の成果

指標 指標設定の考え方

絆ネット構築
支援事業の実
施

－

国庫補助金制度等を活用
し、事業を実施する。

0 0 0

6,734 4,114 2,620 0.50 5,240

0 0 0

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 0 0 0 0 0 8,613

R7 0 0 0 0 0 22,000

R8 0 0 0 0 0 22,000

R9 0 0 0 0 0 22,000

主要事業 管理番号 215 障がい者就労支援事業

事業概要
田辺公園を障がいのある人の社会的自立に必要な技術の習得、就労訓練の
場として活用するとともに、企業と障害福祉事業所をつなぎ、障がいのあ
る人の雇用拡大と地域共生社会の実現を推進

3 4 2 ○

いきいき健康で
明るいまち

障がい者福祉
障がいのある人の
社会参加の促進

II-4

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 障がい福祉課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

障がい者雇用の理解を広め、多くの企業等で
の受け入れ体制の整備や障がい者雇用を拡大

公園の指定管理企業のグループ会社における障が
い者雇用：１１名

障がい者雇用の理解を広め、多くの企業等で
の受け入れ体制の整備や障がい者雇用を拡大

大事業

01 03 01 01 004

障がい者雇用の理解を広め、多くの企業等で
の受け入れ体制の整備や障がい者雇用を拡大

障がい者雇用の理解を広め、多くの企業等で
の受け入れ体制の整備や障がい者雇用を拡大

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 民生費 社会福祉費 社会福祉総務費 心身障害者福祉費

22,000

10,864 8,613

22,000

22,000

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 215 障がい者就労支援事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 15 20 20 20

実績 11

達成率 73.3% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

11,233 8,613 2,620 0.50 5,240

0 0 0

0 0 0

事業の成果

指標 指標設定の考え方

一般就労移行
者数

人

公園の管理・運営に携わり、
技術習得や経験を積み、公園
外の一般企業や農家等での障
がい者雇用の拡大を目指して
実施。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ｃ　目標を達成していない
（達成率８０％未満）

公園の供用開始時期が約半年遅れたことにより、雇用に向けた取組みの期間
が短くなったため、目標を達成することができなかった。


